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■祝・成人 夢と希望を胸に新世紀にはばた＜

宣
●第2回大洗の四季フォトコンテスト



テスト
目然・くらし・文化
有作さん

てグランプリ2点 （フィル

ムカメラ部門、デジタル

カメラ部門各1点）、最優

秀賞1点、優秀賞2点、黛

まどか賞3点、入選22点、

佳作18点が選ばれました。

甘

▲グランプリ

「白い海」桧山有作さん（大洗町）

◄

最
優
秀
賞

「
夏
休
み
の
思
い
出
」

関
根
範
子
さ
ん

_―
 

~一-・
 

（
大
洗
町
）

9優秀賞

「昭和の想い出」桑嶋宣昭さん（大洗町）
►

優
秀
賞
「
た
そ
が
れ
の
大
洗
」
鈴
木
宏
幸
さ
ん
（
ひ
た
ち
な
か
市
） 2001.2.6 広報おおあらい (2) 



只

▲グランプリ（デジタルカメラ部門）

「虫切り祭礼」平沼好男さん（大洗町）

ーの
フォトコン

21冊紀に残したい大洗の
グランプリは桧山

父
が
ゐ
て

少
年
が
ゐ
て

夏
の

Jll

反
休
み
の
父
子
の
情
愛
が
、
何
げ
な
い
後
ろ
姿
に
よ
く
出
て

い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
夏
を
重
ね
て
い
く
た
び
に
大
き
く
な

っ
て
ゆ
く
息
子
た
ら
。
い
つ
か
父
の
背
丈
を
越
え
て
ゆ
く
二

人
で
す
。
蝉
し
ぐ
れ
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
反
の
一
景
で

す
。

i
L
か

▲黛まどか賞

「夏の想い出」

初夏の君を

捉えし

ファインダー

吉村

反の海を前に置き、網の繕し 、をしている男

性の背中を、写真の中央にどうし＇）と捉え

ました。麦簗帽にねじ＇）鉢巻ふヽ った出て‘‘

立らに、男性の気性なども伝わってきますね。

背中にまわしたホイッスルが印象的です。
i t'・カ‘

▼黛まどか賞

「網繕いの午後」 Zico足立さん（埼玉県上福岡市）

広さん（大洗町）

大洗の自然・ くらし・文化をテーマに

した写真作品を公募した第2回大洗の四季

フォトコンテストの審査会が1月16日（火）に

開催されました。 ( 

応募総数444点のうち、一次審査で90点

に絞り込まれた作品は更に二次審査を経

海
開
き
し
て

整
は
ぬ

波
の
丈

画
而
い
っ
ば
い
に
切
り
ど
ら
れ
た
青

空
に
、
夏
へ
の
期
待
感
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
や
屋
台

の
餓
に
、
人
は
写
っ
て
い
な
く
と
も
、

人
の
ざ
わ
め
き
や
賑
わ
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
青
空

い
っ
ば
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が

播
か
れ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
。

ヰ
5

じ
カ ‘̀ 

g 
一 “事←疇守

▲黛まどか賞

「昼下がり」打越 榮さん（水戸市）
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らこマー

▲入選

「来る年に願いをこめて」鈴木茂治さん

（ひたちなか市）

゜
▲入選

「家族」松井純子さん（水戸市）

►

入
選「日
本
丸
」

鈴
木
行
信
さ
ん
（
日
立
市
）

入 選

作品
— • =--： --. 

▲入選

「冬の海」広川静治さん

（ひたちなか市）

▲入選

「威風堂々」岸本安弘さん（内原町）

◄

入
選「
あ
る
日
の
太
平
洋
」
内
田
真
治
さ
ん

（
日
立
市
）

2001.2.6 広報おおあらい (4) 



大/0 禾
洗の四f
フォトコンナスト

21泄紀に残したい大洗の自然・くらし・文化

◄

入
選「囃
子
」

隅
山
三
雄
さ
ん
（
水
戸
市
）

（
 

▲入選

「完成」安藤三男さん（日立市）

▲入選

「月を詠む」大山岳夫さん（大洗町）

▲入選

「大洗の夏」佐藤日出夫さん（ひたちなか市）

(5) 広報おおあらい 2001.2.6 

▲入選

「海霧」関安雄さん（大洗町） (. 

◄

入
選「夜
の
大
洗
港
」

西
野

一
郎
さ
ん

（
日
立
市
）



◄

入
選「
十
六
夜
の
月
」
関
根
竹
次
郎
さ
ん

（
大
洗
町
）

►

入
選「
初
夏
の
彩
」
神
主
雅
央
さ
ん

（
大
洗
町
）

ー ミ＼：：ー／ ―•- ― 

道
可賑デマ｀

▲入選

「暁の出漁」沼ロ一雄さん（ひたちなか市）

◄

入
選「
大
漁
旗
の
下
で
」
山
崎

正
さ
ん
（
大
洗
町
）

[
 

►

入
選「
荷
あ
げ
ど
き
」
谷
田
部
ち
い
子
さ
ん

（
石
下
町
）

．
 

◄

入
選
「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
日
」
佐
藤
克
文
さ
ん

（
北
茨
城
市
）

▲入選

「正月の港」鈴木 武さん（日立市）

2001.2.6 広報おおあらい (6) 



大、 令~ 未
洗の四f
フォトコ/ナスト

21世紀に残したい大洗の自然・くらし・文化

第2回大洗の四季
フオトコンテスト

講評 審査委員長

丹地敏明

▲入選

「秋の休日」川崎碑さん（水戸市）

「大洗の四季フオトコンテ

スト」も第2回目を迎えまし

た。町内外から444点のカ

作の応募がありました。内容

も全体的にレベルアップして

いるようで、大洗町の観察と

発見の努力の後が個性的に感

じられました。その中からグ

ランプリの作品に選ばれた写

真が「白い海」という桧山有

作さんの作品で意図的に天上

界のような雰囲気のある写真に撮影されたシンプルな写真

です。最擾秀賞に選ばれた「夏休みの思い出」という関根

範子さんの写真は、色彩が統一された美しさと思い入れの

ある雰囲気、夏の光の強烈さなど総合的に審査員にアピー

ルした素晴らしい写真です。優秀賞の「昭和の想い出」の

桑嶋宣昭さん「たそがれの大洗」の鈴木宏幸さんの写真は、

それぞれ記録的要素のある美しい写真に仕上がっていて、

心うたれました。デジタルカメラで撮影された作品は、全

体的にプリントの甘さがあったようで、今後の課題になる

でしょう。その中からグランプリに選ばれた「虫切り祭礼」

は、光線状態がよく人々の信仰心が深く感じられる美しい

プリン トに仕上げられています。

今回のコンテストは、前回と全体的に大きく様変わりし

た感じを持ちました。それは生活や祭礼などの日常を、丹

念に記録したところにあると思います。今後とも、写真を

通して大洗を見つめ、よい写真を多数応募されることを期

待すると同時に、この「大洗の四季フオトコンテスト」が

益々盛んになることを願っています。

▲入選

「一面菜の花」金沢清治さん（大洗町）

（
 

‘̀`
 

一審査委員委員長丹地敏明（写真家）

審査員黛まどか（俳人）

// 井上伸二良（茨城新聞社編集局写真部長）

// 榎本英輔（町観光協会長）

// 小谷隆亮（大洗町長）

一^ -ヂ亀・・ ミ

▲入選

「冬の大洗海岸」小池美佐子さん

（栃木県宇都宮市）
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去
る
1
月
15
日
（
月
）
に
平
成
13
年

の
新
春
を
祝
う
新
年
賀
詞
交
歓
会
と
平

成
12
年
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
會
沢
孝

さ
ん
（
勲
四
等
瑞
宝
章
）
、
長
我
部
与

四
郎
さ
ん
（
勲
六
等
単
光
旭
日
章
）
と

黄
綬
褒
章
を
受
け
ら
れ
た
飛
田
清
二
さ

ん
の
受
章
祝
賀
会
が
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
歴
代
の
叙
勲
受
章
者
や

田
山
県
議
、
町
議
会
議
員
、
町
内
各
種

団
体
、
企
業
、

事
業
団
の
方
々
な
ど
約

2
0
0
名
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
発
起
人
を
代
表
し
て
小
谷
隆
亮
町
長

が
「
厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か
、

21
世

紀
が
幕
を
明
け
た
。
新
世
紀
を
生
き
抜

く
た
め
に
は
、
皆
様
と
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
時
代
の
波
に
乗
っ
て
今
後

の
地
域
づ
く
り
の
た
め
力
強
く
歩
ん
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
渡

辺
明
町
議
会
議
長
と
加
藤
理
郡
医
師
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
狩
野
安
参
議

院
議
員
、
田
山
東
湖
県
議
の
祝
辞
の
後
、

石
田
和
男
町
議
会
副
議
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
、
終
始
な
こ
や
か
に
歓
談
し
な
が

ら
、
叙
勲
の
喜
び
と
、
新
年
の
抱
負
、

町
の
更
な
る
発
展
を
誓

っ
て
い
ま
し

こ
。r
 

• I 

•禁9
・トヒッワス

会

遥
g

芦
字
交
＇
主

叙勲等受章者 （写真左から）

●會 沢 孝さん
大洗海岸病院会長

●長我部与四郎さん

元町議会議員

●飛田清二さん（黄綬褒章）

大洗町漁業協同組合長

（勲四等瑞宝章）

（勲六等単光旭日章）

場

所
問
合
せ

日

時

4
月
26
日
（
木
）

l
O
時
か
ら
15
時
ま
で

役
場
3
階
会
議
室

町
長
公
室

（
内
線
2
ー

2
)

次
回
の
特
設
人
権
相
談
所

の
開
設
は

任
期
満
了
に
と
も
な
い
人
権
擁
護

委
員
の
清
宮
澄
さ
ん

(65
歳
・
成
田

町
l
o
5
番
地
）
が
法
務
大
臣
か
ら

1
月
1
日
付
け
で
再
度
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は

3
年
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
そ
の
普
及
を
図
る

必
要
か
ら
昭
和
23
年
に
制
度
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
人
権
問
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

2001.2.6 

人
権
擁
護
委
員
に

清
宮
澄
さ
ん

広報おおあらい (8) 



初日の出をバックに荒磯太鼓が響き、町民吹奏

楽団の演奏とコーラスグループが歌う童謡ととも

に21世紀が幕を開けた。このイベントは新しい

時代にもこのようなあたたかみのある文化をつな

ぎ、残していきたいとの想いで取り組みました。

21世紀は「グローバル化」「情報技術革命」

「科学技術の進化」「少子高齢化」「生命科学の進

展」など20世紀には経験したことのない大きな

変化が、今までとは比べようもない速さで進展す

ることが予想されます。

特に IT革命は第3次産業革命といわれるほ

ど、人々の生活から社会の制度、国際関係にまで

巨大な影密を与えるといわれています。インター

ネットの発達は情報の流れを根本的に変え、生活

の利便性の向上を図り生活を豊かなもとし、国内

的にも、国際的にも多様化を進めます。21世紀

は「個」の時代。人々がしっかりとした個性を持

ち自己責任で行動する時代となります。

現在、成人式等の若者のモラルについて論議されていますが、

かつての家庭や地域の中で自然に行われていた知恵の伝承やしつ

けが核家族化や地域の連帯感や絆が薄れ低下しているなか、単に

若者の暴走を批判するだけではなく、その根底にある日本の社会

規範の崩壊を深刻に受け止めなければなりません。そのためには

学校や家庭での教育システム、道徳のあり方などの見直しが不可

避であり、そうした仕組づくりに町民の皆さんと一緒に努力して

まいります。

科学技術の発展は「人」が幸せになるためのものです。技術革

新による利便性を享受し、 真に豊かな社会を構築するためにも、

多様化する21世紀に生きる私達は、たくましく、しなやかな自立

した個人と、また、それぞれの個々人の特質、オ能の違いを認め

あう寛容の精神を育んでいかなければなりません。

新世紀の今、急速な変化を遂げていく時代であるからこそ、ふ

るさとの歴史や文化、自然に親しみ、心のやすらぎや楽しさ、感

動する心を大切にし、心豊かな21世紀にしたいと願っています。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
売

21
世
紀
に
思
う
心
の
豊
か
さ

教
育
委
員
会
委
員
・
教
育
長
の
加

藤

一
五
さ
ん
（
磯
浜
町
ー
2
7
7
番

地
・
髭
釜
l
区
の

1
)
と
教
育
委
員

会
委
員
荻
沼
三
郎
さ
ん
（
大
貫
町
2

5
6
2
番
地
・
舟
渡
4
区
）
の
任
期

満
了
に
よ
り
、

12
月
8
日
に
開
催
さ

れ
た
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
再
び

加
藤
さ
ん
と
荻
沼
さ
ん
を
12
月
9
日

付
け
で
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
し

ま
し
た
。

ま
た
、
加
藤
さ
ん
は
同
9
日
に
開

催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
で
教
育
長
に

選
任
さ
れ
同
日
付
け
で
就
任
し
ま
し

た
。加
藤
教
育
長
と
荻
沼
教
育
委
員
の

任
期
は
平
成
16
年
12
月
8
日
ま
で
で

す
。

一
五
さ
ん

三

さ

ん

に
=
任

員

に

任

ヽ`

荻沼教育委員 加藤教育長

新大洗水族館の正式名称は
見る、触れる、遊ぶ、学ぶ

れ変わります。

2002年3月オープンに向けて、建設作業が急ピ

ッチで進んでいますが、このたび、正式名称、シ

ンボルマーク ・ロゴタイプが決まりました。

大洗水族館が生ま

、し

アクアワールド
茨城県大洗ホ族館

lbaraki Prefectural Oarai Aquarium 

愛称は
1アクアワールド・大洗です。

シンボル
マーク

(9) 広報おおあらい

-▲ 

一＿ ＿ ＿ 
~一

サメは海の食物連鎖の頂点に立ち、はるか4億年前から多

様な進化を遂げてきた謎の多い生物です。
ちなみに「アクアワールド ・大洗」はサメの種類数で日本

ーです。

3つの輪は「大洗・ 茨城 ・世界の海」 へと広がる展示空間

や 「過去・現在・未来」の地球を表現しています。
前進するサメの躍動感は県民ひとり一人のシルエットであ
り、明日の茨城を象徴しています。

アクアワールドは太古に思いをはせ、今を知り、未来を考

えるフィールドとして誕生します。

2001.2.6 



ん
な
の
ひ

ま
な
い
た
は
じ
め

水
さ
っ
と
流
し
俎
始
か
な

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
も
と
も
と
正
月
二
日
、
朝
廷
の

御
膳
部
で
行
わ
れ
た
儀
式
で
、
俎
始
、

俎
板
始
、
包
丁
始
等
と
言
う
の
だ
が
、

こ
の
句
は
作
者
自
身
の
俎
始
で
あ
る
。

元
日
を
休
ん
で
乾
い
た
俎
板
の
上
へ
、

若
水
を
柄
杓
で
さ
っ
と
掛
け
流
し
、
こ

の
一
年
の
調
理
の
無
事
を
願
い
な
が
ら

包
丁
を
摂
る
。
歯
切
れ
よ
く
小
粋
に
ま

と
ま
っ
た
。

柚
子
の
葉
の
一
枚
浮
ぶ
終
ひ
風
呂

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
冬
至
の
日
、
柚
子
を
浮
べ
て
香

り
を
楽
し
み
な
が
ら
温
ま
る
柚
子
湯
゜

主
婦
と
し
て
最
後
に
入
っ
た
終
い
風
呂

の
湯
面
に
、
一
葉
の
緑
が
漂
っ
て
い
る

の
を
見
た
と
言
う
。
実
の
浮
ん
で
い
る

句
は
多
い
が
、
葉
に
着
目
し
た
所
が
新

味
で
あ
る
。

あ
ん
こ
う

吊
ら
れ
た
る
鮫
鰊
の
目
に
目
を
逸
ら
す

夏
海
大
貫
千
代
子

〔
評
〕
吊
鉤
に
引
っ
懸
っ
て
ぶ
ら
下
っ

た
鮫
鰊
。
魚
屋
の
前
を
通
り
か
か
っ
て
、

否
応
な
く
見
て
し
ま
っ
た
鮫
鰊
な
の
だ

が
、
視
線
が
そ
の
目
に
行
っ
た
途
端
、

な

心
が
萎
え
た
。
今
日
の
冬
空
の
よ
う
な

さ
む
ざ
む
と
し
た
白
目
に
、
思
わ
す
身

震
い
し
な
が
ら
吾
が
目
を
逸
ら
し
た
の

で
あ
る
。

冬
空
の
す
で
に
紫
浜
に
立
つ

永
町
浅
見
＝
一
千
子

〔
評
〕
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
浜
辺

の
遵
静
か
に
冬
の
日
が
暮
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
車
を
停
め
、
砂
上
に
降
り

立
っ
て
仰
ぎ
見
る
夕
空
は
、
も
う
濃
い

紫
の
暮
色
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

句
会
よ
り
帰
り
初
場
所
楽
し
み
に

蔵

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
今
日
は
新
世
紀
初
頭
の
初
句
会
。

暮
の
う
ち
か
ら
楽
し
み
に
し
て
句
を
作

り
、
出
席
し
て
居
る
の
だ
が
、
心
中
、

半
分
の
処
は
、
今
日
か
ら
始
ま
る
大
相

撲
の
初
場
所
の
方
へ
飛
ん
で
居
る
。
武

双
山
雅
山
を
始
め
郷
土
力
士
の
活
躍

を
期
待
し
楽
し
み
に
し
て
居
る
の
だ
。

白
鳥
の
羽
捕
き
沼
の
凪
ぎ
渡
り

新
町
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
一
面
、
鏡
の
よ
う
な
湖
。
冬
の

使
者
白
鳥
が
、
三
三
五
五
白
い
巨
花
を

浮
べ
た
よ
う
に
冬
凪
の
日
差
し
を
浴
び

て
い
る
。
風
も
な
く
、
波
も
な
く
、

時
々
水
面
に
伸
び
上
が
っ
て
は
羽
摺
<

●
後
林
亀
泉
進

＿
杯
の
茶
に
夢
託
し
今
朝
の
春

桜

道

上

野

君

枝

冬
の
磯
浪
砕
け
散
り
白
し
ぶ
き

磯

浜

大

桃

文

子

日
の
光
小
波
の
光
三
日
か
な

東

光

台

田

中

勝

枝

師
の
賀
状
筆
力
未
だ
衰
へ
ず

金

沢

猿

田

俊

子

父
の
齢
超
王
て
世
紀
の
初
日
の
出

新
町
酒
井
省
一

山
裾
に
ま
た
山
裾
に
し
ぐ
れ
虹

角

一

鈴

木

さ

た

う
ず埋
み
火
を
お
こ
し
て
二
十
一
世
紀

髭
釜
岸
根
世
司
子

は
や
ば
や
と
女
礼
者
の
姦
し
き

明
神
町
小
松
崎
美
代

あ

岩
蔭
に
ち
ら
り
と
現
れ
し
初
千
鳥

新

町

加

藤

宗

束

光

台

大

川

た

か

〔
評
〕
順
々
に
冬
至
の
柚
子
湯
を
使
っ

て
い
る
家
族
。
こ
の
日

一
日
、
大
人
も

子
供
も
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
働
き
、

勉
学
を
し
て
過
こ
し
た
疲
れ
を
、
一
槽

の
柚
子
湯
に
浸
し
て
癒
し
た
の
で
あ

る
。
終
い
風
呂
に
浸
り
な
が
ら
の
主
婦

の
感
想
。

そ
れ
ぞ
れ
の
一
卜
日
過
こ
せ
し
柚
子
湯

か
な

白
鳥
の
波
紋
が
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
輪

を
広
げ
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
。

「
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「映 輝」 小浜 弘之

※第1回大洗の四季フオトコンテスト

作品の掲載は今回で終了いたします。

次号からは第2回大洗の四季フオト

コンテストの佳作作品を掲載

いたします。

「光 遠藤

大
洗

茫」 三知男 i
 

佳作

「荒磯太鼓2000」 小松崎 さと江

たかさき みゆ

高崎 望由ちゃん
（新町5区の3 2歳4カ月）

お父さん 由行 お母さん 典子

「ママはバレ工をパパは柔道を習わせたい

んだけど、ミュちゃん究極の選択だね」

わ

が

会

6

ァ
イ
ド
ル
！

やまもと せいが せいじゅん

山本清雅・清純＜ん
（祝町4区 2歳3カ月． 8カ月）

お父さん清高 お母さん 洋美

「めんどうをよく見るお兄ちゃん、甘えん坊

の清純、小粒t,J.2人大きくなぁーれ」

(l l) 広報おおあらい 2001.2.6 
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年咸人式
1月7日に大洗文化センターにおいて、新成人214人

が出席し、大洗町成人式が行われました。

新成人が実行委員会を組織して自らの手で運営した式

典では、小谷町長から「21世紀はあなた方が創る世紀

です。自己の研鑽に励まれ、世界に限りなくはばたくこ

とを願っています。」と式辞が述べられ、また、新成人

を代表して吉｝1|久美さんが「これからは、成人としての

自覚を持ち、地域社会の発展に貢献できるように努めて

いきたい。」と宣誓しました。

式典後には、北海道への船旅プレゼントが当たる抽選

会が行われ、新成人の皆さんは、久しぶりに会った友人

どうし、同窓会のような雰囲気を楽しんでいました。

(_へ ＊今よりもっと成人としての自覚を持ち、がんばってい

きたいと思います。 福本悦子

*freedom & responsibility 将来のために成人とし

ての自覚を持ちつつ、よく遊び、よく遊び、よく学ぶ。

経験は宝。経験豊かなセラピストになる。 吉川久美

*DJでがんばります。 大川祐司、上山健一

＊社会人としての第1歩。仕事がんばるぞ！ 田口恵理

*21世紀カッコイイ女になる！ 関根麻奈美

＊幸せになります 菊池典子

＊けじめ、責任、冷静、元気、ファイト一発がんばりま

す。 宮部綾

＊成人者としての自覚を持って生活していきたい

増田貴樹

*21世紀という新世紀に成人として社会にはばたけた

ことをうれしく思っています。 七川真由美

＊世紀の節目の年に成人を迎え、新しい時代を明るいも

のと出来るような成人になれるよう努力していきたいと

思います。 松澤春美

*21世紀最初の成人となったことをとても誇りに思い

ます。 小沼規予子

＊成人という事を自覚して恥ずかしくない大人として成

長していきたいです。 中西麻衣子

＊親に迷惑をかけずに自分の事は自分で責任を持って行

動する。 桜井エミ

＊自分の行動に責任を持ち、周りの人たちの気持ちを考

えながら楽しい人間になりたいです。 関根季実子

＊自分の行動に責任を持ち、自主的に行動する。

海野英恵

＊社会人として責任を持つ。 関根祥子

＊成人者となって今後の行動に責任を持っていきたい。

石井康友

＊—人前の責任の持てる社会人になりたい。 飛田 望

＊成人者となって今後、社会人として自分の行動に責任

を持ってがんばっていきたい。 遠藤健一

＊成人者となりまして、立派な社会人になれるように努

力したいです。 沼田大輔

2001.2.6 広報おおあらい (12) 



． 
＾ • 2 l世紀の始まりに太鼓の音が哲きました

日本トライアスロン
新人賞受賞

トライアスロンは水泳で1.5km、自転車で40km、ランニ

ングでl0km合計51.5kmを踏破する過酷なスポーツです。

この競技で田山寛栗さん（桜道6区・流通経済大学）は、

潮来大会で総合6位、新潟村上大会で総合7位、海外でも

アジアカッフ香港大会でアジアの強豪をおさえて総合3位

に入賞し「2000JTU日本トライアスロングランフリ」新

人賞を受賞しました。

1月22日、東京の岸記念体育館で行われた表彰式では、

「今後もがんばっていきたい」と抱負を語りました。今後

の活躍が楽しみです。

....手ぎわよく料理が仕上がっていきます

(13) 広報おおあらい 2001.2.6 

21置紀の
霧闘ltlこ畢う
今世紀の幕開けイベント「大洗21世紀初日

の出イベント」が元旦に大洗海岸で行われまし

た。

雲間から顔を出した初日の出をバックに、荒

磯太鼓が力強く披露されました。町民吹奏楽団

の演奏、 コーラスグループの歌声と続き、新世

紀をすがすがしく迎えることができました。

また、ハマグリ汁2001食がふるまわれ、訪

れた方々は身も心もあたたまったことでしょ

つ。

2000JTU日本トライアスロングランプリ

J厄 表厖式
社団法人 日本トフイアスロン連合 “""U9髯し

＂ 

遜と農が交流
12月8日中央公民館で漁協 ・農協婦人部による

料理交流会が行われました。漁協と農協の婦人部

は平成8年から料理やふれあい市など通じて交流

しています。新鮮な魚介類と農産物を持ち寄り、

「えびピラフ」「魚のカルパッチョ」「エイのトマト

焼き」「サツマイモのうま煮」「牛乳入り味噌汁」

「大根のビール漬け」などを腕によりをかけて調理

しました。

出来上がった料理を囲みながら生活の情報交換

やこれからの活動について話し合いわきあいあ

いとした雰囲気で交流を深めました。



平
成
13
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間
／
3
月
ー
日
（
木
）

1
21
日
（
水
）

土
・
日
・
祝
日
は
除
く

時
間
／
午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5
時

場
所
／
税
務
課

対
象
／
資
産
の
所
有
者
、
納
税
管
理
人

及
び
こ
れ
ら
の
代
理
の
方

用
意
す
る
も
の
／
印
鑑

※
代
理
の
方
は
所
有
者
の
委
任

状
が
必
要
で
す

問
合
せ
／
税
務
課

（
内
線
ー

4
4

くらしの情報
I、}'()RMArfIO~ r 

ー

4
5

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

大洗町役場合267-5111

（
 

問合せ／税務課

（内線l4l.142

送迎場所 月日 時問

農協会館前 2月l3日（火） 午前9時30分

松）1|集落センター前 2月］3日（火） 午後2時

神山集沼センター前 2月148（水） 午前嗚30分

角ー集会所前 2月14日（水） 午後2時

祝釘集会所前 2月］5日（木） 午前9時30分

交
通
手
段
の
な
い
方
を
対
象
に
次
の
と

お
り
車
の
送
迎
を
行
い
ま
す

住
民
税
の
申
告
は
、
平
成
12
年
中
の

宮
業
や
農
業
、
年
金
、
そ
の
他
各
種
所

得
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

収
入
の
な
い
方
も
国
保
税
、
介
護
保

険
料
の
算
定
に
影
響
し
ま
す
の
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
確
定
申
告
を
提
出
す
る
方
は
、
住
民

税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

〇
申
告
事
務
の
電
算
化
に
伴
い
役
場
申

告
会
場
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〇
申
告
書
は
、
申
告
会
場
（
税
務
課
窓

口
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
関

係
書
類
の
み
の
送
付
に
な
り
ま
す
。

町
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
・
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
参
加
者
募
集

冬
の
寒
い
時
期
は
、
魚
の
身
も
し
ま

り
脂
も
の
っ
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

全
国
か
ら
水
戸
の
梅
ま
つ
り
に
訪
れ

る
観
光
客
の
多
い
時
期
に
町
・
町
観
光

協
会
・
水
産
加
工
業
協
同
組
合
・
水
産

物
仲
買
人
協
同
組
合
が
連
携
し
て
大
洗

お
さ
か
な
フ
ェ
ア
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
期
間
中
に
大
洗
町
の
ホ
テ
ル

・

旅
館
・
民
宿
・
保
養
所
な
ど
に
宿
泊
す
る

と
旬
の
お
い
し
い
魚
料
理
が
楽
し
め
、

さ
ら
に
お
土
産
（
大
洗
特
選
こ
だ
わ
り

の
干
物
）
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

期
間
／
2
月
20
日
1
3
月
20
日

日
時
／
2
月
18
日
（
日
）

雨
天
時
は

2
月
25El
（日）

場
所
／
磯
浜
小
学
校
校
庭
集
合
（
磯
浜

地
内
を
歩
き
ま
す
）

内
容
／
2
人
か
ら
5
人
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

部
門
／
小
学
生
男
女

(
4
1
6
年）

家
族

4
S
5
k
m

中
学
生
男
女
、
一
般
（
高
校
生

以
上
）

6
k
m

申
込
み

・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

当
日
参
加
も
受
付
け
ま
す

6
(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

住
民
税
の
申
告
期
間
は
大
洗
お
さ
か
な
フ
ェ
ア
開
催

2
月
16
日
S
3
月
15
日
で
す

＇ ／ 生
活
環
境
の
保
全
と
経
済
の
健
全
な

発
展
を
目
的
に
平
成
13
年
4
月
1
日
よ

り
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
の
四
品
目
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
四
品
目
に
つ
い
て
は
、
購
入
し

た
家
電
小
売
店
に
引
き
渡
し
て
下
さ

い
。
処
理
費
用
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

（
内
線
2
4
3
)

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

施
行
の
お
知
ら
せ

g
 p̀ 

青少年健全育成講演会

青少年の健やかな育成を願って

「騒〇柔遭人生」
ミュンヘンオリンピック金メダリスト関根 忍さんを迎え、

青少年健全育成講演会「私の柔道人生」を開催いたします。入

場無料です。みなさんのこ参加をお待ちしています。 （事前の

申込みは必要ありません。当日会場においでください）

日

場

講

時

所

師

問合せ

3月3日 （土）

午前10時～午前ll時30分

大洗文化センター大ホール

関根忍さん

ミュンヘンオリンピック柔道中量級

現 径視庁武道館柔道主席師範

全日本柔道連盟審判委員会委員長

生涯学習課社会体育係 TEL 267-0230 

金メダリスト
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公
的
年
金
の
し
く
み

わ
が
国
の
公
的
年
金
制
度
は
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
の
3

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
国
民

年
金
は
全
国
民
が
加
入
す
る
制
度
と
し

て
基
礎
年
金
と
い
う
基
礎
的
な
年
金
給

付
を
行
な
い
ま
す
。

会
社
員
や
公
務
員
の
方
は
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と
と
も

に
、
国
民
年
金
に
も
加
入
し
、
基
礎
年

金
の
給
付
と
報
酬
比
例
の
年
金
な
ど
の

給
付
を
受
け
ま
す
。
ま
た
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど
の
方
の

基
礎
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
、
国
民
年

金
基
金
制
度
が
あ
り
、
厚
生
年
金
保
険

の
上
乗
せ
と
し
て
、
厚
生
年
金
基
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
の
目
的
の

―
つ
は
、

終
身
に
わ
た
っ
て
、
長
い
老
後
生
活
の

基
本
的
な
部
分
を
経
済
面
で
確
実
に
保

証
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
少
な

く
と
も
5
年
に

一
度
、
財
政
再
計
算
を

行
い
、
年
金
額
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、

完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入
し
て
、

年
金
の
実
質
的
価
値
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

晶

基
礎
年
金
の
種
類

●
老
齢
基
礎
年
金
11
保
険
料
を
納
め
た

期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
最
低
25

年
以
上
あ
る
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受

給
で
き
る
年
金
で
す
。

年
金
額

8
0
4
、
2
0
0
円

(20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
期
間
、
も
れ

な
く
の
保
険
料
を
納
め
て

65
歳
で
受
給

し
た
場
合
）

●
障
害
基
礎
年
金
11
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
間
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
、
障
害
の
程
度
が

1
級

ま
た
は

2
級
の
状
態
に
あ
り
、
一
定
の

納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

20
歳
前
の
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
も
、
支

給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
1
級
ー
、

0
0
5
、
3
0
0
円

2
級

8
0
4
、
2
0
0
円

●
遺
族
基
礎
年
金
11
国
民
年
金
の
被
保

険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が

死
亡
し
、

一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
を

満
た
し
て
い
る
と
き
に
、

そ
の
人
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

年
金
額

8
0
4
、
2
0
0
円

子
が

一
人
の
と
き

年
金
額

1
、
0
3
5
、
6
0
0
円

子
が
二
人
の
と
き

年
金
額
ー
、

2
6
7
、
6
0
0
円

■休
館
日

2
月
12
日
（
月
）

26
日
（
月
）

3
月
4
日
（
日
）

12
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
＼

午
後
4
時
30
分

2
週
間

(
l
人
3
冊）

■貸
出
期
間 図書室 相 火

火_＿_-0 
5
日
（
月
）

19
日
（
月
）

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分

1
3
時

※

2
月
は
9
日
（
金
）
が
弁
護
土
相
談

3
月
は
第
1
金
曜
日
の
み
弁
護
土
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

心
配
こ
と
相
談

教
育
資
料
出
版
会

北
星
学
園
余
市
の
や
つ
ら
を
見

て
い
る
と
、
生
き
る
ゾ
、
と
い
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
僕
は
感
じ
た
。
学

校
っ
て
心
の
勉
強
も
で
き
る
、
だ

か
ら
す
ば
ら
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
（
大
仁
田
厚
）

呵
やりなおさな¢'か

君 氏岳翌妥て
t・~-雲

や
り
な
お
さ
な
い
か

君
ら
し
さ
の
ま
ま
で

北
星
学
園
余
市
高
等
学
校
編

●大洗文化センター● fl266-2442 

中
央
法
規

赤
ち
ゃ
ん
を
お
腹
に
宿
し
た
キ

リ
ン
の
ミ
ナ
ミ
が
あ
る
朝
突
然
、

冷
た
く
な
っ
て
倒
れ
て
い
た
。
悲

し
み
に
く
れ
る
動
物
園
の
人
々
。

原
因
は
つ
福
岡
嗅
で
起
き
た
悲

し
い
出
来
事
を
も
と
に
動
物
た
ち

の
魂
の
叫
び
を
描
い
た
感
動
の
物

語。

ア
フ
リ
カ
？

且
5.
0
虹
g
,t

紹
ぷ
＂

ア
フ
リ
カ
の
虹手
島

悠
介
作

徳
田

秀

雄

絵

（ 

月日躍 催 事 内容 開始麟 開催場枡 這方法

l 7 土 ぬい〈＇る祝ミJ-：)力lり息lf7~釘子肛ぎと狼J 10:00~ 全館 団体
2 
25 日みんなの発表会（滝口保育園） 9:00~ ホー）し一 般

3 3 土磯浜lj＼翠校敗奏姿薔定期演奏会 ] 300~ 爪ール一 般

固定資産税 （第4期）

国民年金 (2月分）

下水道受益者負担金 （第4期）

納期は2月28日までです

(15) 広報おおあらい 2001.2.6 



仕
氏同参廟ダi 」年 苓
両 。1.2

ひと ひと

男と女のよりよい

バートナーシッフをめざして

女性のエンパワーメントとは、具体的
にどのようなことなのでしょうか

男女共同参画社会って、どんな
社会なのでしょうか

（
 

「力をつけること」をいいます。第4回世界女性会議

のキーワードにもなリました。具体的には、自己決定の

権利と法的力、経済的力など社会的・経済的 政治的な

政策決定過程に参画することを意味します。さらに、連

携して行動することによって、自分たちがおかれた不利

な状況を変えていこうとするものです。

男女が対等な構成員として、自らの意思によって社会

のあらゆる分野における活動が確保され、よって男女が

均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受す

ることができ、かつ、共に貢任を担うべき社会のことで

す。

行政や国民の責務には、どのようなこ
とが盛り込まれているのですか

「参加」と「参画」は、どう
ちかつのでしょうか

国は、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策を

総合的に策定し、実施する貴務

地方公共団体は、国の施策に準じた、その地方公共団

体の特性に応じた施策を策定し、実施する貴務

国民は、職場学校地域 ・家庭その他のあらゆる

分野において、男女共同参画社会の形成のために努力す

る貴務

「参加」は、団体・組織など、目的をもった集まりの

一員となり行動を共にすることです。

「参画」は、事業などの計画立案の段階から行動を共

にすることです。

これまでの女性の地域活動は、性別役割的な部分が強

く、「参加」にとどまっていました。今日求められてい

るのは、「社会の意思決定」の場への「参画」なのです。

,/ 
『山下さんちの物語最新編』
一男女共同参画社会ってなあに一

地域社会における女性の地位向上と社会参加に対する意識の

高揚をはかり、男女共同参画社会の実現に向けた講演会を開催

いたします。（手話通訳あり）

日時 3月4日 （日）午後1時～午後3時

場所 大洗文化センター大ホール

問合せ 生涯学習課女性社会推進係

〒311 -1301 大洗町磯浜町6881-88

丁EL267-0230

FAX267-1 051 

講談師宝井琴桜さん

平成7年度東京女性財団寅受賞、

現在の女性問題についてわかりや

すく語る

2001.2.6 広報おおあらい (16) 



ゆっくら館 と 公民館が
一緒になって

『健朧盗誤蒻いを,~せ冽い』
第ll回健康まつりと第2回生涯学習フェスティバルを同時開催します。

当日は2つの施設を結ぶ郵便局前の通りが‘歩行者天国、となりフリー

マーケットや模擬店など楽しい催しがいつばいです。ぜひおいで下さい。

とき： 3月4日（日）午前9時～午後3時

□置墨嗣;II
＊いきいき体操

*10歳若返る筋肉調整法
＊歯科相談

＊ぅまいものコーナー
＊介護相談

---.』.il.9
生きがいいつばい

＊書道・絵画・陶芸

乳製品のお店l函訊9マーケット〕亘亘釣竺吾 生け花等展示
＊バザー＊ゆっくら夕市

＊縁台将棋
＊琵ゃん／＼イ／＼イ］ンテストetc

歩行者天国郵便局前通り(9:00~15:00) ＊お茶会

健康いきいき

問合せ

健康福祉センター合266-1010

(77) 広報おおあらい 2001.2.6 

※お店はl0:00開店です。

直戸所のお店〕

＊手打ちそば試食・体験

＊古本市

＊パークコルフ etc

問合せ

生涯学習課 fl267-0230



:、知ゃ膵館の1中磨9入
,y-:,J.... {¥吟炉 、さ

（
 

サケ
私たちの食生活で馴染み深い魚といえば、ますサケを挙
げる人も多いかと思います。これだけサケが身近な魚とな
ったのも、各県で人工ふ化による放流事業が盛んになった
からです。ところで、この人工ふ化の試みは最初どこで始
まったかご存知でしょうか？実は、明治10年に茨城県を
流れる那珂川に遡上してきたサケから卵と精子をとり、東
京でふ化させたのが始まりといわれています。
当館では、久慈川に遡上してくるサケから採卵した卵を、
毎年12月頃、久慈川漁協から頂いてきて、卵とふ化した
赤ちゃんを展示しています。サケの成長の様子などを水槽
で観察していただければ、食卓のサケがより味わい深いも
のになるかもしれませんね。

／見

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 fl029 (267) 51 l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社
ど ':%，

＠ ※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
切．．。


